
ＪＲ東海労ニュース
リニアの借金は「究極の相互扶助」??

組合員は我慢しろ!? ユニオン松尾委員長の発言!?
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ＪＲ東海労働組合

旬刊「ＡＣＣＥＳＳ」2012年新春合併号（Ｐ14）で、ＪＲ東海ユニオン松尾委

員長が威勢良く新年の決意を語っています。「ＪＲ東海は素晴らしい会社です。

…わが社は25年を経てなおこれから旬を迎えるイメージです。リニア中央新幹線

計画が進行中ですし、…」「15年先の会社の柱石を今働いてる者が負担していく

ことは、将来負担をするという意味では年金と一緒で、『究極の相互扶助』と言

えるでしょう」などなど、会社の意思を代弁しています。

要するに、「リニアができれば、より経営が軌道に乗る」「リニアの建設費は、

年金と同様、社員が助け合って借金を返済していかなければならない」と言いた

いのでしょう。

しかし、夢のようなことばかり語っていても、現実、リニア建設費や長期債務

返済のことは一切無言です。年金は、増税や給付見直しなどで国が何とか手を打

とうとしていますが、企業の債務は年金のように何とかなるものなのでしょう

か？一歩間違えれば経営破綻です。

さらに、松尾委員長は「現行の安全水準・労働条件の維持を前提としつつ、会

社としての将来責任を果たしていく計画…理解を組合員はする必要があります」

と言っています。そもそ

も、莫大な投資の陰には、

徹底的な経費削減がある

ことは誰でも分かるはず

です。労働条件や福利厚

生は真っ先に切り捨てら

れます。「松尾委員長は

組合員にリニアのための

労働条件切り捨てには文

句を言わせない」と読み

取れます。

これで労働組合のリー

ダーを名乗る資格はある

のでしょうか？こんなリ

ーダーのために組合費を

払い続けることに疑問は

感じませんか。
アクセス2012年新春合併号下巻（Ｐ14）より


